
                                          

                                         

                                         

 

 

 

 ２学期の最終日が、目の前に迫ってきました。日々の学習や部活動に加えて、行事がた

くさんあって忙しい２学期でしたが、健康に過ごすことができましたか。冬休みは、短い

ですが、ほっと一息休憩をとるにはちょうどいい期間です。必要な場面でのマスクの着用、

人ごみを避ける、こまめな手洗いなどの感染症対策と寒さ対策を忘れずに、楽しい冬休み

を過ごしてください。 
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 毎日、学校に登校する前に検温と健康観察を続けています。この生活を習慣化し、自分

の体の変化に早く気がつくことができるようになってほしいと思っています。 

 そこで、冬休みも毎日の検温と記録を行います。さらに、歯みがきチェックの欄も設け

ます。口腔内の清潔を保つことも感染症予防策の１つです。朝と夜の歯みがきを丁寧に行

い、むし歯や歯肉炎だけでなく、感染症も予防しましょう。記録した用紙は、始業式

（１月１０日）に、担任の先生に提出してください。 

 また、冬休み中の部活動などで登校するときも、家族に発熱等の体調不良があったり、

PCR 検査を受ける予定があったりする場合には、自分が元気でも登校を控えるようにしま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★検温＆歯みがきチェック表 
毎日忘れずに！ 

新型コロナ感染症の拡大とと

もに、非接触式の体温計の使用

機会も増えました。 

教室で使用している非接触式

体温計は、物体（額）が放出して

いる赤外線を検知し、それを機

械が体温に変換して表示する仕

組みです。一瞬で測定できるこ

とが、最大のメリットです。 

しかし、額と体温計の距離や、

周りの気温によって、表示され

る体温に変化が出やすい印象が

あります。脇で測る体温よりも

誤差が生じやすいことが考えら

れます。体調が悪いかなと思っ

たときは、脇用の体温計でも測

定してみましょう。 


